地区社協特集②　～上郷西地区編～
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栄区では今年度から、身近な地域福祉保健の課題に住民と関係機関が協力して取り組むため第2期栄区地域福祉保健計画（さかえ・つながるプラン）と７つの連合町内会別に地区別計画が策定され、その取り組みがスタートしました。

上郷西地区では、プランを実行していくために「上郷西つながるプラン連絡会」を立ち上げられました。今号では9月2日に開催された第1回の連絡会の様子と、上郷西地区社会福祉協議会（以下、地区社協）の平岩会長にこれからの上郷西地区の福祉保健活動についてお話をうかがいましたので、ご紹介します。
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　支えあいの地域づくりを推進することを目的として、上郷西地区で地域福祉・保健活動を行っている団体や個人等が連携を図り、地域の福祉や保健に関する課題を解決に向けて、それぞれの活動の推進状況について情報を共有する場として、今年度から設置されました。
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　上郷西連合町会（以下、連合町会）、地区社協、桂台地域支えあい連絡会（以下、支えあい連絡会）各分科会およびこれまで様々な活動に取り組んでこられた方から15名と区役所、区社会福祉協議会、桂台と野七里の両地域ケアプラザの職員とで構成されています。
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　「上郷西つながるプラン連絡会」（以下、つながるプラン連絡会）は、第2期栄区地域福祉保健活動計画・地区別計画で取り組むこととなった３つの課題についてそれぞれ部会を設置して、6年の計画期間（平成２８年3月末まで）において目標やあるべき将来像に近づけていくための活動に取り組みます。
　9月２日のつながるプラン連絡会では３つの部会も開催されました。ここでは、各部会での話し合いをもとに、上郷西地区の当面の福祉保健課題とそれに対する今後の取り組みについてご紹介します。
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　情報をより多くの人によりわかりやすく伝えるために、支えあい連絡会と協力して同連絡会のホームページ（http://www.katuradai.com）を通じて福祉保健情報を発信していくとともに、高齢者など情報に自らアクセスすることが困難な方に対して、民生委員等の協力を得ながら必要な情報が届けられる仕組みづくりを目指します。

　具体的な活動として、①民生委員等へのホームページの周知、②パソコンを使える人を増やす取り組み（パソコン講座など）、③身近な場所へのパソコンの設置、④退職等を期に地域デビューを目指す方を対象として地域活動情報をまとめたハンドブックの作成、が挙げられました。

　

既に様々な福祉活動に取り組まれている団体が数多くある上郷西地区の強みを活かして、それらの団体相互の交流・連携を図り、外出が困難な方の社会参加支援や、世代間の交流を深めるとともに新たな福祉保健活動の担い手の発掘に取り組みます。
　今回の部会では、他の部会とも連携を密に取りながら、各グループの得意分野を活かしながら地域に住む誰もが参加できるような交流の場をつくっていきたい、という声が挙がりました。



　各自治会･町会と協力して災害時の要援護者支援を進めるため、出前説明会の実施と連合町会単位で取り組み状況を共有する場を設けていくことを通じて、日頃からの顔の見える関係づくり、見守り活動の充実に取り組んでいきます。
　今回の部会では、今後、各自治会・町内会へ防災対策の取組みについてのアンケートを実施し、それを整理して連合内で情報共有を図っていくことが話し合われました。


Q.　上郷西地区の福祉保健活動の特徴をお聞かせください。
A.　住民の福祉保健活動に対する意識がとても高い。40年ほど前に転入してき
た世代が60代、70代になり、地域に関心を向ける人が増えています。地区
社協の会合でも積極的に意見が出され活気があります。地区社協がサポート
する7つのサロンを含め福祉保健に関するサークル活動が数多くあることも
特徴の１つです。
Q.　これから計画を推進していくために重要だと思われていること何でしょうか？
A.　計画の骨格は連絡会のメンバー１5人でつくっても、それを実現していくためにはこの地域にお住まいの多くの方たちの協力･参加が必要です。３つのテーマに沿って、関心のある方や既に関連した取り組みをされている方の協力をぜひいただきたい。そのために連絡会として取り組んでいる活動について情報発信を積極的に行いたいと考えています。
　　もう１つ重要だと考えるのは、活動の継続性をいかに保つかということです。今回の福祉保健計画は6年という長期にわたる計画です。その間に連絡会に参加するメンバーの入れ替わりもあるでしょう。人が入れ替わっても、継続性をもって活動が展開される仕組みづくりを考えていきたいと思います。
Q.　継続という観点からも、より多くの地域の方に計画推進に参加してもらうことが重要ですね。
A.　そうですね。ご近所での付き合いを深め、声が掛け合え、支えあえる関係を基盤として「つながるプラン」は計画されています。ぜひ多くの方に計画に関心を持っていただいて、これから推進される様々な活動に積極的に参加をしていただければと思います。
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上郷西地区社協 平岩会長に
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9月2日　第1回の連絡会全体会の様子








